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　下の図１で、△ＡＢＣは、ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形である。点Ｄは、線分ＢＣをＣの方向に
延ばした直線上にある点である。頂点Ａ、頂点Ｂ、点Ｄを通る円を円Ｏとする。点Ｅは、円Ｏの
内部または円周上の点で、直線ＢＣについて頂点Ａと同じ側にあり、２点Ｃ、Ｄからの距離が等
しい点である。点Ａと点Ｄ、点Ｃと点Ｅ、点Ｄと点Ｅをそれぞれ結ぶ。 

（１）
　下の図２は、図１において、点Ｅが円Ｏの内部にあり、頂点Ｃが点Ｏに一致するとき、線分Ｃ
ＥをＥの方向に延ばした直線と円Ｏとの交点をＦとし、頂点Ｂと点Ｆを結んだ場合を表している。
ＡＣ：ＣＥ＝√２：１のとき、∠ＡＢＦの大きさは何度か。 
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（２）
　下の図３は、図１において、点Ｅが円Ｏの内部にあり、ＢＣ：ＣＤ＝２：１、∠ＢＡＣ＝∠ＣＥ
Ｄとなるとき、線分ＡＤと線分ＣＥとの交点をＧ、線分ＤＥをＥの方向に延ばした直線と円Ｏと
の交点をＨとし、頂点Ａと点Ｈを結んだ場合を表している。
四角形ＡＢＤＨと△ＧＣＤの面積の比を最も簡単な整数の比で表せ。

（３）
下の図４は、図１において、ＢＣ＝ＣＤ、∠ＢＡＣ＝∠ＣＥＤとなる場合を表している。
点Ｅは、円Ｏの周上にあることを証明せよ。
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